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本
市
で
大
正
型
関
東
地
震
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
死
者
・
負
傷

者
が
２
４
８
０
人
、
全
半
壊
す
る

家
屋
は
１
万
余
棟
と
の
被
災
状
況

が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
被

災
自
治
体
単
独
で
は
多
岐
の
分
野

に
わ
た
り
、
か
つ
膨
大
な
量
の
応

援
復
旧
活
動
の
遂
行
は
困
難
で
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
民
間
事

業
者
と
防
災
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
で
、
広
く
的
確
な
復
旧
活
動
が

期
待
で
き
ま
す
。
本
市
の
協
定
締

結
状
況
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
家
屋
の
損

壊
状
況
の
迅
速
な
調
査
を
行
い
、

り
災
証
明
書
の
発
行
を
速
や
か
に

行
う
た
め
に
も
、
専
門
家
の
土
地

家
屋
調
査
士
会
と
家
屋
被
害
認
定

調
査
等
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
所
見
を
伺

い
ま
す
。

　

市
長
室
長　

現
在
締
結
し
て
い

る
防
災
協
定
に
つ
い
て
で
す
が
、

自
治
体
間
で
の
相
互
の
物
資
供
給
、

職
員
応
援
等
を
定
め
た
相
互
応
援

協
定
15
件
な
ど
全
体
で
62
件
の
協

定
と
、
19
件
の
災
害
サ
ポ
ー
タ
ー

店
と
の
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

提
案
し
て
い
た
だ
い
た
土
地
家

屋
調
査
士
会
と
の
協
定
締
結
に
つ

い
て
は
、
神
奈
川
県
と
土
地
家
屋

調
査
士
会
が
協
定
締
結
の
協
議
を

進
め
て
お
り
、
協
定
が
締
結
さ
れ

た
場
合
に
は
、
県
内
市
町
村
は
個

別
の
協
定
締
結
が
な
く
て
も
土
地

家
屋
調
査
士
会
の
支
援
が
受
け
ら

れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

上
下
水
道
局
庁
舎
を
Ｐ
Ｐ
Ｐ

（
官
民
連
携
）
事
業
と
し
て
進
め

る
こ
と
に
つ
い
て
当
局
は
導
入
可

能
性
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

も
と
に
事
業
を
進
め
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
導
入
可
能
性
調
査
段
階

で
の
事
業
ス
キ
ー
ム
や
要
求
水
準

は
、
重
ね
て
変
更
が
行
わ
れ
て
い

　

公
共
施
設
の
使
用
料
設
定
に
当

た
っ
て
の
基
本
方
針
改
定
版（
案
）

に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
分
析
状
況
と
そ
の
考
察
及
び

反
映
の
仕
方
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

特
に
公
民
館
に
関
し
て
は
、
使
用

す
る
多
く
の
団
体
が
減
免
対
象
で

あ
る
現
状
か
ら
、
有
料
化
は
市
民

に
と
っ
て
負
担
と
な
り
、
利
用
や

行
事
へ
の
協
力
団
体
の
減
少
を
危

惧
す
る
も
の
で
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

　

企
画
財
政
部
長　

１
９
９
人
か

ら
６
４
１
件
い
た
だ
い
た
ご
意
見

の
多
く
は
、
使
用
料
徴
収
に
反
対

す
る
も
の
と
分
析
し
て
い
ま
す
が
、

同
時
期
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
使
用
料
設
定
に
当
た
っ
て
の

基
本
方
針
に
賛
成
、
お
お
む
ね
賛

成
、
や
む
を
得
な
い
と
の
回
答
が

全
体
の
71
・
３
％
で
し
た
。
使
用

料
の
減
免
規
定
は
、
各
施
設
の
歴

史
的
背
景
、
設
置
目
的
、
利
用
団

体
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
原
則
と

し
て
各
施
設
の
条
例
、
施
行
規
則

で
規
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
各
施

設
の
所
管
課
が
判
断
し
ま
す
。

　

教
育
部
長　

公
民
館
に
お
け
る

減
免
の
判
断
は
、
座
間
市
立
公
民

館
条
例
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
ま

す
。
減
免
の
団
体
に
は
年
間
行
事

に
実
行
委
員
や
従
事
者
と
し
て
も

参
加
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
有

料
化
に
伴
う
利
用
団
体
の
減
少
に

つ
い
て
の
見
解
で
す
が
、
各
館
の

運
営
審
議
会
や
利
用
者
会
議
で
調

整
を
図
り
、
充
実
し
た
運
用
を
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
　
対
策
を
充
実
し

市
民
の
安
心
安
全
を
！

　

第
四
次
座
間
市
総
合
計
画
の
重

点
施
策
に
は
、
「
食
に
よ
る
ま
ち

お
こ
し
や
地
域
資
源
を
活
用
し
た

特
産
品
等
及
び
ひ
ま
わ
り
関
連
商

品
の
開
発
を
関
係
機
関
と
協
働
し

て
促
進
し
ま
す
」
と
あ
り
、
市
内

の
小
売
店
で
は
、
商
品
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
本
市
の
ヒ
マ
ワ
リ
が
市
外
に

認
知
さ
れ
て
い
る
中
、
行
政
が
農

業
者
と
商
業
者
の
み
で
な
く
、
市

民
を
巻
き
込
み
、
咲
か
せ
た
ヒ
マ

ワ
リ
を
活
用
し
て
、
総
合
計
画
の

目
指
す
姿
、
特
産
品
、
ブ
ラ
ン
ド

事
業
を
さ
ら
に
展
開
し
て
い
く
必

要
性
を
強
く
感
じ
ま
す
が
、
所
見

を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
咲
か
せ
た
ヒ
マ
ワ
リ
を

利
活
用
で
き
る
搾
油
機
の
設
置
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
所
見

を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

特
産
品
、
ブ
ラ
ン
ド
事

業
を
さ
ら
に
展
開
し
て
い
く
必
要

性
は
感
じ
ま
す
が
、
お
仕
着
せ
で

は
な
く
、
皆
さ
ん
の
中
か
ら
出
て

き
た
も
の
を
い
か
に
受
け
と
め
る

か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
の
ヒ
マ
ワ
リ
は
、
荒
廃
地

対
策
と
し
て
植
栽
し
、
緑
肥
と
し

て
活
用
す
る
た
め
に
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。
耕
作
者
の
皆
さ
ん
は
、

商
品
作
物
と
し
て
ヒ
マ
ワ
リ
を
栽

培
し
て
お
ら
ず
、
油
を
絞
り
販
売

す
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て
い
な

い
の
で
、
本
市
と
し
て
搾
油
機
を

用
意
す
る
と
い
う
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

今
年
出
さ
れ
た
公
共
施
設
の
使

用
料
設
定
に
当
た
っ
て
の
基
本
方

針
改
定
案
で
は
、
運
営
コ
ス
ト
の

削
減
と
し
て
受
益
者
負
担
の
適
正

化
の
視
点
で
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、

高
齢
化
の
進
む
中
で
は
、
公
共
性

の
高
い
市
民
の
公
益
活
動
に
よ
り

市
の
事
業
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
支

え
ら
れ
る
方
向
に
あ
り
、
そ
の
活

動
で
は
公
共
施
設
の
使
用
は
欠
か

せ
な
い
こ
と
か
ら
、
受
益
で
は
な

い
視
点
で
の
公
共
施
設
使
用
の
観

点
を
入
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
は
、
１
９
９
人
か
ら
６

４
１
件
の
非
常
に
多
数
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
、
そ
の
３
割
弱
が
使
用

料
徴
収
に
反
対
す
る
内
容
で
し
た
。

施
設
の
使
用
は
減
価
償
却
に
か
か

わ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
使
用

料
を
公
共
施
設
再
整
備
の
財
源
と

し
て
積
み
立
て
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
の
視
点
か
ら
説
明
す
る
こ
と

が
市
民
に
対
し
て
説
得
力
を
持
つ

も
の
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長
室
長　

市
民
が
公
益
性
の

高
い
活
動
を
す
る
場
合
、
必
要
に

応
じ
て
受
益
者
負
担
で
は
な
い
視

点
で
判
断
し
ま
す
が
、
基
本
的
に

は
基
本
方
針
に
沿
っ
て
考
え
ま
す
。

　

企
画
財
政
部
長　

使
用
料
の
総

額
を
予
想
す
る
の
は
難
し
い
こ
と

か
ら
、
公
共
施
設
再
整
備
に
係
る

経
費
に
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
４
面
か
ら
続
く
）

ま
す
。

　

導
入
可
能
性
調
査
の
試
算
で
は
、

事
業
者
利
益
は
20
年
間
で
２
６
９

７
万
４
千
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す

が
、
今
回
契
約
を
行
っ
た
大
和
リ

ー
ス
の
提
案
書
で
は
事
業
者
利
益

を
２
億
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

導
入
可
能
性
調
査
の
事
業
者
利
益

想
定
は
適
切
か
つ
現
実
的
な
も
の

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
当
初
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
賃
借
料
は
、
上
下

水
道
局
が
事
業
者
へ
支
払
う
リ
ー

ス
料
と
相
殺
さ
れ
、
局
側
の
負
担

が
削
減
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
し

た
が
、
事
業
者
公
募
段
階
で
は
賃

借
料
は
全
て
事
業
者
利
益
に
す
る

こ
と
が
可
能
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
当
初
の
事
業
ス
キ

ー
ム
で
は
事
業
者
利
益
を
見
込
む

こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
し
て
変

更
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

説
明
を
求
め
ま
す
。

　

上
下
水
道
局
長　

事
業
者
利
益

の
想
定
は
現
実
的
で
は
な
か
っ
た

と
こ
ろ
が
あ
る
と
今
は
考
え
ま
す
。

事
業
ス
キ
ー
ム
の
変
更
は
、
事
業

者
の
利
益
を
見
込
ん
だ
上
で
、
よ

り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
提
案
を
い
た

だ
け
る
よ
う
見
直
し
ま
し
た
。

商
業
振
興
、資
源
を
活
用
し
た

特
産
品
に
つ
い
て

市
民
の
活
動
は
受
益
者
負
担
？

松
橋　

淳
郎　
議
員
《
ざ
ま
明
進
会
》

加
藤　

陽
子　
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

池
田　

徳
晴　
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

名
称
は
相
模
原
市
立
文
化
会
館
で

契
約
締
結
者
は
学
校
法
人
相
模
女

子
大
学
、
契
約
金
額
は
年
額
１
５

０
０
万
円
で
、
平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
10
年
間
の
契
約
を
更
新
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
他
市
で
も

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
本
市
に
も
市
民
文

化
会
館
、
市
民
体
育
館
が
あ
り
ま

す
。
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
は

定
員
１
３
１
０
名
で
音
響
設
備
も

充
実
し
て
お
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
も
対
応
可
能
で
す
。
ま

た
、
ス
カ
イ
ア
リ
ー
ナ
座
間
は
大

体
育
室
や
武
道
室
、
弓
道
場
ま
で

備
え
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
施

設
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
耐
え

得
る
価
値
の
あ
る
施
設
で
あ
り
、

ぜ
ひ
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

企
画
財
政
部
長　

ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
事
業
は
、
平
成
28
年
度
に

座
間
市
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業

実
施
要
綱
を
策
定
し
、
平
成
29
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
本
市
も
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
事
業
を
推
進
す
る
研
究
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上
下
水
道
局
庁
舎

ず
さ
ん
な
導
入
可
能
性
調
査

沖
永　

明
久　
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

公
共
施
設
使
用
料
基
本
方
針（
案
）へ

多
数
の
市
民
意
見
を
ど
う
生
か
す
の
か

安
海　

の
ぞ
み　
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

　
　

11
・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
第
88
回
理
事
会
…

東
京
都
千
代
田
区

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会
行

政
視
察
…
北
海
道
登
別
市
、

苫
小
牧
市
、
恵
庭
市
（
～

13
）

　
　

12
・
企
画
総
務
常
任
委
員
会
行

政
視
察
…
福
岡
県
福
岡
市
、

柳
川
市
、
熊
本
県
熊
本
市

（
～
14
）

　
　

18
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

20
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

26
・
関
東
市
議
会
議
長
会
正
副

会
長
会
議
及
び
第
１
回
支

部
長
会
議

　
　

31
・
企
画
総
務
常
任
委
員
会
要

請
行
動
…
防
衛
省
南
関
東

防
衛
局　

　
　
　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会
視

察
…
座
間
駐
屯
地


